
吋

畑

即

飾
十
四
令

節

玉

髄

三
脚
l瑚

二
四

二

上

火
山

研

究

棟

報

〔
農

節
義

付
)

青

棒

甫

二
上
山
は
酉
南
日
本
内
碑
は
沿
う
て
加
西
に
走
る
所
謂
湘
月
内
火
山
帯
の
兼
部
数
占
め
､
大
阪
苗
の
路
兼
南
に
替

わ
生
駒
地
最
の
南
部
に
位
置
す
る
火
山
で
､
双
子
叶
を
主
峰
と
し
､
古
市
出
､
明
細
里

春
日
,山
等
之
は
附
陸
し
て

ゐ
る
｡

地
質
嘩
及
岩
石
撃
上
甚
だ
興
味
保
-
､嘗
っ
て
大
場
博
士
が
rJ
の
地
を
調
査
せ
ら
れ
た
の
は
周
知
の
革
賓
で
あ
る
.

箪
者
は
昨
年
水
本
火
山
に
就

い
て
野
外
及
賓
脇
的
研
究
を
始
め
､
不
完
粂
な
が
ら
そ
の
概
略
を
調
べ
終

へ
た
の
で
愛

に
報
せ
し
て
譜
師
の
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
と
瓜
ふ
｡

本
研
究
は
就

い
て
恕
切
夜
御
指
導
御
助
力
h
T朋
は
っ
た
小
川
.
本
間
､
春
本
謝
先
生
及
び
原
口
撃
士
は
勤
し
洗
-

感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
｡

仰
､
碁

盤

基
盤
を
覆
す
も
の
は
片
麻
岩
贋
花
岡
岩
の
み
で
水
成
岩
は
存
在
し
覆

い
0
を
の
片
麻
岩
化
作
用
は
著
し
-
夜
-
～
,

ね
iJ
局
部
的

(竹
･E
嘩
附
近
管

は
訟
め
ら
れ
､
S
histosity
の
方
向
は
略
束
酉
で
あ
る
.
角
閃
石
開
披
岩
､
角
閃
石
花

園
岩
.
含
垢
僻
石
島
雲
母
花
梅
岩
等
ほ
分
化
し
て
ゐ
る
｡
基
盤
洗
成
岩
の
沈
入
は
古
生
代
末
期
に
於

い
て
起
つ
滋
の

で
あ
ら
う
FJ
と
は
既
知
の
轟
資
で
あ
る
｡
荘
梅
岩
の
分
布
状
態
か
ら
判
断
し
て
乙
の
火
山
は
そ
の
陥
没
地
鞘
は
喧
出

し
た
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡



こ
､
噴

出

岩

噴
出
順
序
に
従
っ
て
曹
よ
･a
新
は
順
次
略
述
す
る
｡

(
メ
)

礎

育

岩

之
は
最
初
の
噴
出
岩
で
熔
岩

の
分
布
及
傾
斜
か
ら
現
在
の
双
子
両
肘
鑑
か
ら
噴
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
が
推

測
せ
ら
れ
る
○
多
濃
の
浮
石
粒
&
.含
み
､
混
磐

石
(
ド
ン
ズ

リ
ポ
ー
↑
圏
)
と
互
暦
-

し
て
ゐ
る
の
は
雅
岳
の
南
麓

で
誰
め
ら
れ
る
○
吸
藤
讐

幡
黒
色
の
垂

腰
衣
も
の
で
､
多
雲

水
む
含
有
し
-

る
罫
寛

げ
分
析
結
果
が
示
す
如

く
で
,
乙
の
水
が
失
は
れ
た
時
に
は

義

範
繋

ぎ

粗
似
し
た
外
観
数
量
す
る
に
至
る
の
は
彪

々
で
審
め
ら
れ
る
｡

水
分
の
成
因
に
は

E
･
M
･
An
d
e
r
s
o
n

及
び

A
･
SaueT
等
の
讐

-

る
加
-

一
次
的
か
'

哀

的
か
議
論
の

あ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
｡

鷲

は
甚
だ
乏
し
-
､
只
少
許
の
牛
島

斜
長
石
(
An

2
0
～
)
及
石
英
を
有
L
で
一ゐ
る
の
み
｡
然
し
孟

ハ味
の
あ

る
の
は
柾
線
石
の
布
衣
で
あ
る
｡
種

〇
二
粍
位
の
症
状
管

榊
で
'
微
粒
且
微
量
で
あ
る
た
め
完
全
に
そ
の
成
因
計
1

決
定
す
る
こ
と
は
出
水
な
か
っ
た
が

､
鋼
玉
,
柿
瑠
石
･
藍

岩

等
と
北
ハ
竺

股
に
暴
威
髄
物
と
考

へ
ら
れ
去

る

79
の
が
本
火
山
岩
に
存
在
し
去

る
の
は
興
味
泥

い
こ
と
で
あ
る
0
之
等
の
少
許
の
斑
晶
恕
除

い

ては
､
石
基
は
す

べ
て
吸
盤
贋
で
･
黒
色
色
素
粗
の
多
数
散
在
す
る
た
め
'
鏡
下
で
は
暗
夜
包
む
量
す
る
｡

た
蒜

々
の
外
廓
を
持
つ

盲

管

花

用
に
ょ
る
沸
石
顛
ら
し

い
畠

が
管

m
町
政
に
鮎
在
し
去

る
が
複
屈
折

性
皆
無
且
腰
酸
に
勤
し
品

ら
の
作
用
を
も
起
差

い
乙
と
か
ら
動
機t
質~
観
劇
で
あ
る
乙
と

h
t知
っ
た
｡
rJ
の
部
分

は
熔
岩
の
冷
却
凝
固
し
た
そ
の
嚢
厨
部
が
,
岩
壁
運
動
の
薦
め
個

々
に
破
砕
せ
ら
れ
て
米
凝
結
の
内
暦
部
に
W

J
乙

二
上
火
山
研
究
枇
観

葉

1
這



地

球

筋
十
四
替

解
式
雛

高
額

二
六

恐
れ
た
も
の
と
川
心
は
れ
る
.

本
岩
石
の
結
晶
性
の
貧
錫
な
の
は
熔
岩
粟
が
岩
粟
溜
に
於
で
静
止
の
状
態
に
て
分
促
し
た
際
.
そ
の
上
部
に
鎮
じ

ね
酸
性
岩
膿
が
過
冷
せ
ら
れ
地
表
に
噴
出
し
た
彼
急
激
に
捉
団
し
た
為
に
珪
じ
乃
現
象
で
あ
ら
う
｡

乙
の
熔
岩
の
分
析
結
果
は
攻
の
如
-
で
あ
る
｡

Si°ヨ-･･-68.00

Al･103--‥14.05

FeO･･ ･･･-･115

Feヱ0̀i･ ･ -.･1.75

Argo ･･･-･1.85

CaO-･---427

Na20 I･-465

K法0･-I.････1.81

P205-･.･-0.30

Ho.0(+)･･203

Tota1 99.86

H20(-) 4.15

1ヽノ

(
ot
を
除
い

た

-
め

-

し

て
の
分
-

あ
る
)

H

仰

ほ

B
o
w

e
n

氏
韓
が
鵡
べ
て
ゐ
る
加
-
､
本
岩
石
は
改
職
封
で
あ

る
か
ら
､

Aj
の
化
拳
組
成
は
こ
の
山村
桁
を
拙叱
っ
た
分
化
山方
嬢

の
組
成
を

か
な
り

の
程

度

ま

で
あ
ら
は
し
て
お
る
も
の
と
思
は
れ
る
.

換
算

ノ
ル
ム

06

56

30

23

80

閃

55

6

4

0

∩訂

り]

5

5

2

0

2

｢⊥

Cr3

1

前 非

正 長 石

lTti長.ltl

/yi長 石

紫蘇糧石

遼 輝 石

Ti.'.三≡･ltiを拙

燐 次 石

(

ロ

)

角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩



之
は
東
北
部
､
大
和
川
南
岸
明
綱
川
附
近
の
基
地
を
構
成
す
る
も
の
で
､

7
種
の
亀
裂
噴
出
の
横
で
あ
る

｡
乙
の

熔
岩
h
T鼻
は
大
湯
博
士
は
双
手
山
頂
を
築
-
讃
岐
岩
と
同
時
的
の
79
の
と
し
､
且
同
じ
-
讃
岐
岩
と
せ
ら
れ
ね
が
'

筆
者
は
ド
ン
ズ
-
ポ
ー
暦
そ
の
他
の
研
究
(後
印
象
E
i)
か
ら
硬
膏
岩
の
直
後
噴
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
｡

次
色
乃
発
赤
炎
色
.
撤
密
質
.fJ
肉
眼
的
観
察
よ
-
す
る
と
､
葡
岐
岩
に
ょ
-
顛
似
し

てゐ
る
が
.
斑
晶
及
び
石
基
を

構
成
す
る
斜
長
石
甚
だ
し
-
多
濃
で
､
殊
は
斑
晶
と
し
て
角
閃
石
及
び
紫
蘇
輝
石
を
有
し
古
銅
石
が
蚤
-
瀞
め
ら
れ

な

い
乙
と
は
著
し

5,相
違
で
あ
る
｡

斜
長
石
は
カ
ー

〝
ス
･,,
-
ド
放
ア
ル
バ
イ
ト
式
埜
晶
む
な
し
AT

5

%
で
､
角
閃
石
は
殆
ル
ビ
大
部
分
岩
柴
融
蝕

に
よ
っ
で
オ
パ
サ
イ
ト
化
し
て
ゐ
る
が
､
荷
原
性
蟹
を
保
春
す
る
も
の
も
あ
る
｡
紫
蘇
輝
石
と
断
定
し
た
も
の
は
無

色
､
柱
状
結
晶
､
110
壁
間
完
全
､

嘉

童
銅
石
に
櫓
似
し
わ
窮
複
屈
折
皮
と
射
多
色
性
を
有
し
て
ゐ
る
が
'
光
尊
的

負
性
で
光
軸
角
は
紫
蘇
輝
石
の

N
m
を
1.7
0
N

と
す
る
と
五
十
圧
を
ホ
し
､
且
光
撃
的
弾
性
軸
の
位
置
は
紫
蘇
輝

石
の
そ
れ
に

1
致
し
て
ゐ
る
｡
か
J
る
弱
多
色
性
の
紫
蘇
輝
石
は
頑
火
石
と
の
団
溶
慨
の

1
員
と
し
て
晶
出
し
だ
も

の
と
;
･3
は
れ
る
｡
石
基
は
斜
長
石
'
磁
鉄
鉱
の
徴
晶
か
ら
在
っ
て
む
ら
､
容
隙
に
は
沸
石
粕
が
晶
出
し

てゐ
る
｡

(
〟
)

玄
武
岩
質
安
山
岩

北
端
芝
山
を
中
心
と
し
て
花
園
岩
盤
上
に
岩
頭
と
な
っ
て
燭
立
し
て
存
在
し

てゐ
る
｡
そ
し
て
そ
の
南
棟
は
角
閃

石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
を
賞

5,
で
ゐ
る
｡
rJ
の
熔
岩
は
数
個
の
石
英
脈
(
最
大
幅
員
約
〇
･三
米
)社

有
し
て
ゐ
る
｡

黒
衣
色
､
撤
客
層
で
､
斑
晶
と
し
て
相
磯
石
'
透
輝
石
.
斜
長
石
及
び
少
量
の
紫
蘇
輝
石
を
含

む
.
相
磯
石
は
無

色
他
形
'
上
下
軸
の
方
向
に
短

い
塊
状
糖
晶
で
t
l.10
及
び
010
努
開
完
金
且
不
規
則
を
裂
値
磯
達
し
､
柿
は
十
字
讐

約

(

.1
､

二
上
火
山
研
究
の
枇
報

三

的七

二
七



地

球

餌
十
四
懸

妨
正
雄

三党

二
八

を
し
て
ゐ
る
の
が
認
め
ら
れ
る
｡
光
撃
的
負
性
｡
水
酸
銭
化
及
び
蛇
紋
石
他
等
の
分
解
作
用
登
壇
す
｡
磁
銀
飯
の
み

を
包
素
物
と
し
て
ゐ
る
0
透
輝
石
は
無
色
､
草
白
形
で
110
壁
開
完
金
､
砂
時
計
構
造
と
有
し
､
平
行
及
び
賞
入
管

紺

を
な
し
.
光
撃
的
負
性

2
E
=
7

8
｡4
0
F
で
透
輝
石
の

N
m
1.669
を
利
用
す
れ
ば
光
軸
角
五
十
六
度
｡
多
色
性
は
皆

無
.=
斜
長
石
は
カ
ー
ル
ス

バ

ー
ド
埜
晶
多
-
て

A
n
7
0

7g

を
有
す
｡

紫
蘇
輝
石
は
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
の
も

の
と
同
じ
で
あ
る
｡
石
基
は
斜
長
石
､
紫
蘇
輝
石
及
磁
戴
鋸
の
微
晶
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
｡

化
撃
成
分
は
次
の
政
で
あ
る
｡

換
算

ノ
ル
ム
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e
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e
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ra
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a
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仙
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認
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m

慧

S
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9
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｣寸

1

3

3

CtT
2

n凸

8

9

9

6

だU

q
U
0

ウU

8

nJ

1

8

1

0

3

2

2

2

正 長 石

曹 長 石

次 長 石

紫 舶邸;ll一

迫 恥 .-ll-

柵 ヰr:'芸.TIL

チ タン拙鱗

磁 機 銃

(

こ

黒
雲
母
石
英
安
山
岩

之
は
古
市
山
ト
ロ
イ
デ
熔
岩
で
'
乙
の
基
盤
に
も
花
園
岩
の
あ
る
こ
と
は
超

一
光
伐
の
花
園
岩
を
摘
獲
物
と
し
て

含
有
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
む
現
場
に
於
で
認
め
ら
れ
た
rJ
J
J
に
よ
っ
て
も
明
瞭
で
あ
る
O

顔
色
､
乃
至
亦
灰
色
で
両
群
固
石
英
及
び
斜
長
石
の
斑
晶
を
肉
眼
的
ほ
も
麓
め
ら
れ
る
｡

斑
晶
の
畳
は
大
凡
次
の
様
で
あ
る
｡

望
酎
剖
>
剖
.TjrtV
動
宜
剖
∨
掴
相
接

∨
》
FJtl剖



石
英
及
び
斜
長
石
は
甚
だ
し
-
岩
壁
融
蝕
を
う
け
て
ゐ
る
｡
殊
に
劉
凋
肩

で
は
外
縁
部
が

一
皮
と
か
さ
湧1
そ
の
徳

冷
却
と
典
に
帯
び
析
出
し
た
と
息
は
れ
る
創
状
徹
晶
質
の
部
分
が
､
そ
の
周
囲
を
取
囲
ん
で
存
在
し
.
乙
の
部
分
と
内

部
と
は
同
じ
オ
-

エ
ン
テ
-
ジ
ョ
ン
を
有
し
て
ゐ
る
｡
累
帯
構
造
も
離
め
ら
れ
二

股
の
例
の
如
-
､
内
殻
に
行
-
揺

ど
捜
韮
性
で
あ
る
｡
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
'
ア
ル

バ
イ
ト
'
ぺ

リ
ク
-
ソ
式
墜
晶
を
覆
し
､
平
均
成
分
は
約
A
n
2
3
0/O
で

あ
れ
0
角
閃
石
は
自
形
で
多
色
性
弧
-
,
豊

直
角
な
断
面
で
の
消
光
角
は
約
七
度
で
あ
る
｡
N
g･轟

N
m
･･車

N
p
-
･淵
.

オ
パ
サ
バ
ト
繰

一
般
に
聴
連
し
.
磁
地
盤
粒
で
取
囲
ま
れ
て
ゐ
る
｡
黒
雲
母
は
黒
雲
母
安
出

石
の
も
の

に
,
古
銅

石
は
市
銅
石
安
山
岩
の
も
の
は
同
じ
で
あ
る
.
石
基
は
斜
長
石
磁
銑
躯
及
び
古
銅
石
の
徴
品
か
ら
な
る
O

大
湯
博
士
は
乙
の
岩
石
の
石
英
を
石
英
に
あ
ら
ず
と
し
て
古
銅
石
雲
母
安
山
岩
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
､
筆
者

は
石
英
斜
長
石
及
黒
雲
母
甚
だ
多
-
.
ア
ル
カ
リ
長
石
の
乏
し

い
,J
と
及
び
化
撃
成
分
か
ら
豊
雲
母
石
英
安
出

石
と

す
る
｡

化
撃
成
分
は
衣
の
様
で
あ
る
｡

SiOヨ 65.52

A1203 14.67

FeO 2.83

Fe20;; 1.80

MgO 355

CaO 5.72

Na20 3.87

1く130 1.60

T主02 0A5

P20.1 0.32

Hヨ0(+)0.27

H20(-)0･25

Total 100.85

換
算
ノ
ル

ム

12

45

49

07

39

19

92

溺

6
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9

2

8

2

7

0

2

0
.

1

3

1

1

石 英

:tに 長 ,I)-

管 長 石

衣 長 石

紫 林 部 不i

近 郷 .LLJ-

チ タ ン粂挽倣

磁 鋤 銀

鱗 次 石

(

ホ

)

凝

雲

母

安

山
岩

双
子
山
よ
-
酉
北
方
に
溢
流
し
た
も
の
で
下
部
に
同
岩
の
銀
塊
岩
HLJ有
し
､
そ
の
末
端
は
ド
ン
ズ
リ
ポ

ー
暦
に
乗

ニ
上
火
山
研
究

の
柑
報

亮

九

二
九



地

球

節

十

川

怨

節
五
雛

三
吉

三
〇

ヽ

っ
て
ゐ
る
｡
rJ
の
岩
石
は
有
名
を
柘
瑠
石
の
母
軍

か)な
す
も
の
で
あ
る
｡

淡
炎
色
で
斜
長
石
､
柘
脚
石
は
肉
眼
で
み
と
め
ら
れ
る
｡
大
磯
斑
晶
の
分
数
は
次
の
棟
で
あ
る
｡

湘
渦
中

>
聖
和
剖
>
剖
潜

轟
雲
母
は
多
色
性
弧
-

(･鞘
純
色
-
暗
褐
色
)
上
下
軸
の
方
向
ほ
て
は
光
の
吸
収
度
敢
大
で
殆
ん
ど
光

を
通
過

さ
せ
を

t′｡
か
ら
金
-
暗
黒
に
見
え
る
.
光
軸
角
著
し
-
小
で
､

一
軸
晶
の
接
で
あ
る
｡
斜
長
石

は
カ
ー
ル
ス
バ
ー
ド
及
ペ
ッ

＼ー
一

ク
-

ン
式
讐

M
を
覆
し
'
An

3
5
0Jo
で
あ
る
0
柘
溜
石
は
1-0
壁
間
締
れ
に
静
め
ら
れ
不
規
則
在
る
梨
櫨
発
達
し
'
光

撃
的
異
常
.
累
帯
構
造
等
は
仝
-
示
ru
な

い
｡
そ
の
成
分
及
び
成
因
に
就

い
て
は
後
に
述
べ
る
｡
石
基
は
吸
礎
盤
で
､

岩
碇
運
動
の
た
め
破
砕
せ
ら
れ
た
黒
雲
湖
の
小
破
片
以
外
に
は
何
ら
粧
晶
質
物
は
静
め
符
を

5,0

分
析
結
果
は
次
の
棟
で
あ
る
｡

換
算

ノ
ル
ム

8

5

9

6

5

Co
n0

4

9

7

2

5

2

0

だU
5

3

0.3

1

7

4

2

2

4

4

1

0

6

1

Si°ヨ

Al･10.I
FeO

Fe20:;

MgO

CaO

Na20

ⅩヨO

Pヨ05

HeO(十)0･21

H20(-)0･55

Tota1 99.63

6

CX3
4

0

0

7

1

t.～Q

tD

7

1

9

1

4

3

炎

右

前

イi

長

長

点

不

正

7Lli

加

銅 三に 0-60

紫 蘇 怖 石 11･70

磁 械 !紙 325

燐 次 石 0･93

(
～
)

古

銅

石

安

山

岩

双
子
山
よ
-
黒
雲
母
安
山
岩
に
漁

い
て
噴
出
し
た
も
の
で
p
そ
の
分
布
は
東
北
山
麓
を
占
め
で
ゐ
る
｡

黄
炎
色
乃
至
夜
色
で
.
斑
晶
と
し
て
は
斜
長
石
'
古
銅
石
が
あ
る
｡
斜
長
石
は
岩
壁
融
蝕
は
よ
っ
て
網
状

の
暴
隙

が
磯
達
し
'
ア

ル
バ
イ
ト
及
び
カ
ー
ル
ス
.I,,
-
ド
式
埜
晶

を
有
す
0

古
銅
石
は
110
壁
間
完
全
で
二

股
に
本
鋸
物
の



外
線
に
は
暗
赤
色
の
楯
状
･,hjな
す
部
分
が
あ
っ
て
､
多
少
の
筏
屈
折
性
を
持
っ
て
聖

Q
O

rJ
れ
は

H
y
al
1o
sid
e
rite

で
在

い
か
と
思
-JLO
･多
色
性
は
著
し
-
倣
讐

驚
去

驚

)
で
あ
る
｡
尚
乙
の
岩
石
に
は
オ
バ
サ
イ
ト
豊

義

母
が

小
港
あ
る
｡
尚
古
銅
石
倣
晶
の
固
形
む
し
た
集
合
膿
が
あ
っ
て
.
そ
の
中
に
藍

岩

が
あ
る
fJ
と
は
大
湯
博
士
に
ょ

つ
t,J
既
に
報
ぜ
ら
約
九
と
,J
ろ
で
あ
る
が
p
粒
放
漫
の
小
在
る
た
め
完
登
に
決
定
し
得
な
か
っ
た
が
p
複
屈
折
度
及

多
色
性
か
ら
望

日
石
で
あ
ら
う
｡
石
基
は
斜
長
石
徴
晶
よ
･-
成
立
っ
て
h
lる
｡

岩
和
の
化
石
成
分
は
次
の
如
-
で
あ
る
.

換
算

ノ
〝
ム

siO263.
65

A12
0

円17･
35

FeO3.
69

Fe20:..
1
.
27

MgO2･
23

CaO8.
96

Na･20
1
.
62

I(200･
66

TiO2060

Pゴ05Trace

H20(+)0･
35

H20
(-)O･
33

Total loo,71.

4nJウJ91126786002288330U8511

213

TJ-英.

正長不T

II=!.
f長T1-

.
I)三屋7lL

紫蘇緋石

渡恥[1-

チタン践幼

縫6-:こモ蚊

(I)讃岐岩

sanukiteなる名稗に就いては既に諸氏の熟知せられる如-､最初ナクマン氏はよってA亮itan･desitktinDISteinと命名されたものを'ワインシエソク氏がか-名付け之は定義をあたへたのであるO,Jの地域にあけるものは些･TLか異なる様であるから先づワインシュンク氏の記載を略碍する｡1p肉眼的に莞石に租似す｡二.貝殻状断口放び高庇の光輝を持つ｡三㌧多且蒜斜万邦石斑晶を含有す(誌上蒜宏告別警臨尤)｡四､斜長石は殆止どな-石基中にも多数の古銅石微晶を有す｡

二上火川脚光紙報垂二二



地

球

第
十
四
懇

第
五
髄

蔓

一

三
二

之
等
の
性
質
か
ら
同
氏
は
次
の
如
く
論
じ
た

.
即
乙
の
岩
石
の
安
山
岩
は
封
す
る
組
係
は
'

Li

m
bergite
及
び

A
u
g
i
tite
の
玄
武
岩
は
封
す
る
来
れ
と
同
様
で
あ
る
と
｡
而
L
tJ
主
産
地
が
讃
岐
で
あ
る
rJ
と
其
の
他
か
ら

San･

tlk
it
e
と
命
名
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

然
し
て
本
地
域
に
洛
け
る
乙
の
岩
石
の
分
布
は
､
双
子
山
頂
､
春
日
山
､
大
師
山
等
で
あ
る
｡
之
等
の
も
の
は
熔

岩
の
流
動
ほ
よ
る
流
状
構
造
を
有
し
､
黒
色
乃
至
衣
色
p
古
銅
石
の
斑
晶
を
有
し
て
ゐ
る
が
'
斜
長
石
は
斑
晶
及
石

基
中
ほ
か
夜
-
晶
出
し
て
ゐ
る
｡
相
異
斜
輝
石
の
小
結
晶
粒
が
小
数
存
在
し
(遼
沸
石
?
)
で
ゐ
る
｡
侍
春
日
山
の
も
の

は
双
子
山
の
も
の
よ
わ
も
斜
長
石
温
か
に
少
-
､
讃
岐
署
に
､
よ

｡
近
い
79
の
と
皿
は
れ
る
｡
然
し
て
fJ
れ
ら
の
岩

石
は
鵜
雲
将
の
存
在
す
る
乙
と
は
大
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ら
う
｡

分
析
結
果
は
次
の
様
で
あ
る
｡

換
算

ノ
ル
ム

74

52

68

66

57

19

71

46

87

1

8

4

0
4
2

6

3

0

0

6

1

SiO2
A120:i

FeO

Fe20:ち
MgO

CaO

Na_o
O

I(･:0

TiO2

P己C5 Trace

uno 0.08

H20(十)0･68

H20(-)0･22

Total 100.19

6nB46152cr33740U61EU982100ウリ10

1331

英

石

ITl-

,
i-J-長最長

石

正

習

衣

鋼 玉

紫 蘇 価石

チ タ ン必覧助

磁 機 銃

三も安山岩中の柘指石に就いて

柘溜石は黒雲母安山岩を王として､各種火山岩は含有せられてゐるものであるが'太陽博士は柘腐石と甘鯛和との間に相反的存在の闘係があると論じた｡然しをがら昨年坪井博士は安山岩中の柘



相
石
は
花
園
岩
よ
-,L
の

X

en
ocry
st
に
あ
ら
ず
や
と
の
こ
と

を
教
義
せ
ら
れ
た
｡
筆
者
は
之
と
狗
立
に
現
場
花
尚

岩
中
の
も
の
と
安
山
岩
中
の
鴇
の
と
と
別

々
は
分
析
し
た
｡
そ
の
結
果
は
次
の
棟
で
あ
る
.

上
に
示
す
如
-
爾
岩
石
中
の
柘
瑠
石
の
成
分
は
よ
-

1
致
し

て
ゐ
る
｡
著
し
rJ
の
花
園
岩
と
安
山
岩
と
の
弼
岩
壁
か
ら
柘
瑠

石
が
別
々
に
晶
出
し
た
も
の
と
す
れ
ば
､
そ
の
成
分
の
上
は
於

で
何
等
か
の
興
る
傾
向
堅

不
す
べ

き
で
あ
ら
う

(た
と
(
｡
の
火
山

-:打
の
母
･:打姥
が
大
に
週
鮮
土
の
成
分
を
和
し
た
も
の
で
､

佃

且
周
問の
番
僻

が
櫛

糟
石
を
晶
ず
る
に
過
慣
な
状
態
に
あ
っ
た
と
し
て
も
)0

故
に
両
者
は
同

1

成
因
の
も
の
で
を
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡
然
し
を
が
ら
火
山
岩
中
の

柘
瑠
石
に
は
融
蝕
せ
ら
れ
た
形
跡
が
安

い
の
は
柘
圃
石
が
乙
の

火
山
岩
の
母
濃
の
中
に
入
っ
て
も
物
甜
化
撃
的
ほ
著
し

い
作
用

を
う
け
在
か
っ
た
為
と

息
は
れ
る
｡

要
す
る
に

載
掃
暑
中
は

S
tre
s
s
m
in
era
l
と
し

て蕉
じ
ね
柘
相
石
が
安
山
岩
中
は
捕
獲
せ
ら
れ
た
も
の
と
云
ふ
の
他
を

い
の
で
あ
る
｡
穴
虫

の
金
剛
砂

(朋
.E暦
及
そ
の
下
に
位
班
す
る
鶏
讐
晋

｡
環
状
し
て
ゐ
る
)
暦
中
は
練
色
焼
物
が
春
准
し
て
居
る
が
'
之
を
肩
車
士

は
鋼
玉
と
推
定
せ
ら
れ
た
.
も
し
そ
れ
が
正
し

い
と
す
る
な
ら
ば
柘
踊
石
及
び
鋼
玉
は
次
の
様
な
形
式
に
於
･竹
花
閣

岩
中
は
東
成
鯛
物
と
し
て
晶
出
し
カ
の
で
あ
ら
う
.

二
上
火
川
柳
兜

の
概
搬

L養

一

三

Hz



地

球

第
十
四
各

節
五
班

蓋

四

三
四

3
[C
a
O

｡A
lq.0
3･2
siO
e]
-
3
C
aO
･A
l,0
㌔
3
siO
L
+
2A
120
3+
3s
i
O
は

.対

榊

剖

封
竃
剖

肋詔
出

汝

か

乙
の
式
中
に
示
す
柘
脚
石
は
本
火
山
の
も
の
と
は
興
る
化
学
成
分
を
有
し
て
ゐ
る
が
.

1
鰹
に
柘
相
石
群
は
固
溶

髄
む
を
す
も
の
で
あ
る
か
ら
同
様
の
形
式
で
班
兼
ね
と
推
定
し
て
芸
文

へ
あ
る
ま
い
｡

E
it
水

成

岩

乙
の
地
域
に
於
け
る
水
成
岩
は
主
と
し
て
耗
友
贋
物
よ
り
な
る
ド
ン
ズ
リ
ボ
-
静
と
上
下
二
様
の
洪
積
静
と
で
あ

る
0

(
イ
)

ド
ン
ズ
リ
ボ
-
暦

本
暦
は
現
在
の
双
子
山
附
近
よ
-
の
暁
次
の
堆
積
し
た
も
の
で
'
同
山
の
周
囲
に
分
布
し
て
を
る
の
が
私
め
ら
れ

る
が
北
方
ド
ン
ズ
-
ボ

ー(地
名
)
に
あ
る
79
の
が
､
そ
の
教
も
磨

い
領
域
を
占
め
て
ゐ
る
｡
本
暦
は
材
料
上
か
ら
≡

つ
の
部
分
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
.

一
､
聴
音
岩
角
磯
を
有
す
る
捉
炭
質
の
も
の
が
そ
の
最
下
部
を
占
め
'
乙
の
部

分
は
濃
蘭
岩
と
五
箇
を
覆
す
｡
二
､
そ
の
上
に
-
る
も
の
は
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
磯
を
含
む
砂
岩
暦
で
あ
る
.

三
七
最
上
部
を
覆
す
も
の
は
泥
岩
暦
で
､
炭
化
せ
る
樹
幹
を
含

む
｡
之
等
の
間
は
整
合
的
関
係
は
あ
る
O

一
般
走
向
及
び
傾
斜
か
ら
三
つ
の
群
に
大
別
す
る
rJ
と
が
出
凍
る
｡
下
部
よ
-
上
部
は
列
拳
す
る
と
､

1
､
走
向
北
四
十
度
東

傾
斜
五
十
度
西
北

2
'
走
向
南
北

傾
斜
十
度
西

3
､
走
向
北
四
十
度
東

傾
斜
五
十
度
西
北

此
聾
各
群
の
境
は
断
簡
に
ょ
つ
て
な
さ
れ
yJ
ゐ
る
｡

乙
の
授
乳
は
火
山
活
動
に
ょ
る
地
殻
鼻
動
の
薦
め
と
E:･3
は
れ
る
｡
大
場
博
士
は
rJ
の
水
尿
岩
層
は
沈
積
昏
時
か
ら



何
等
の
麺
動
を
も
受
け
ず
今
日
に
到
っ
た
も
の
と
せ
ら
れ
た
が
.

1
度
ド
ン
ズ
-
ポ
ー
の
丘
上
に
立
っ

て､
幾
層
の

白
塵
を
立
て
か
け
た
蔵
を
壮
観
を
見
る
時
､
何
人
も
之
を
来
観
す
る
も
の
は
あ
る
せ
い
｡

(
p
)

洪

積

層

(
〓

下

部

洪

積

暦

本
暦
は
酉
方
丘
陵
地
に
凝
蓮
す
る
も
の
で
'
春
日
山
西
安
に
於
で
は
讃
岐
岩
に
蔽
は
れ
且
上
部
洪
積
層
に
よ
･et不

整
合
的
に
被
覆
さ
れ
て
ゐ
る
.
夜
は
両
者
の
不
強
食
は
穴
虫
北
方
は
於
で
も
謝
め
ら
れ
る
.
本
暦
は
黄
色
砂
質
粘
土

と
灘
と
の
互
暦
で
磯
の
種
根
は
花
園
岩
､
古
鎮
静
岩
及
び
本
火
山
岩
(甘
銅
石
安
山
山笈

び
諌
岨
山村
を
除
-
)
よ
-
成
立
っ
て

を
る
｡
夜
は
本
間
死
産
が
凝
見
せ
ら
れ
た
大
和
川
属
樟
姦
地
上
に
鮎
々
と
し
て
魂
留
す
る
磯
も
亦
乙
れ
ほ
属
す
る
も

の
で
あ
る
｡
乙
の
残
留
磯
は
大
和
川
南
北
両
岸
と
も
略
同

一
高
距
の
地
勤
に
存
在
し
て
ゐ
る
か
ら
'
磯
の
沈
積
後
大

和
川
9<LJ境
と
し
て
の
担
動
は
無
か
つ
光
も
の
と
皿
は
れ
る
｡

(
二
)

上

部

洪

積

層

之
は
す
べ
て
の
火
山
岩
､
花
園
岩
及
育
蕉
暦
各
種
の
磯
を
含
有
す
る
磯
暦
と
砂
暦
と
の
互
暦
で
'
本
火
山
活
動
金

-
終
旭
し
て
筏
の
生
成
で
あ
る
｡

中
村
北
産
は
近
畿
地
方
の
洪
積
層
を
上
､
下
二
種
に
分
け
ら
れ
ね
が
､
普
地
に
放
け
る
rJ
れ
ら
の
厨
も
之
に
関
係

の
あ
る
も
の
か
も
知
れ
な

い
｡

五
､
噴
出
順
序
及
び
曽
時
の
地
質
事
情

最
初
に
双
子
山
附
近
か
ら
躍
育
岩
と
火
山
次
と
が
交
互
に
噴
出
し
た
.
乙
の
両
者
は
火
山
ガ
ス
の
弧
窮
等
ほ
よ
っ

二
上
火
-;
即
死
化
朝

貢

筑

三

五



地

球

第
十
四
番

笹
五
班

豊

山ハ

三
六

tJ
或
は
熔
岩
と
な
か
P
或
は
火
山
衣
と
在
っ
た
の
で
あ
ら
う
｡
乙
の
活
動
は
敷
皮
繰
返

へ
3Jb
れ
ね
か
ら
現
在
両
者
は

互
暦
と
な
っ
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
乙
J

は
於
で
ド
ン
ズ
-
ボ
ー
暦
下
層
が
出
兼
ね
の
で
あ
る
O
次
に
明
醐
山

の
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
頂

い
て
芝
山
の
玄
武
岩
粟
安
山
岩
の
噴
出
が
あ
っ
て
.
こ
の
時
ド
ン
ズ
-
ポ
ー
暦
中
層

(禦
ポ哲

及
上
層
(･Eta
･=村営
が
沈
積
し
た
｡
こ
J

で
酸
性
か
ら
盟
基
性
ま
で
熔
岩
は
成
分
を
嘩
化
し
ItJ
火
山
活
動
の

一
輪

廻
を
終

へ
た
の
で
あ
る
｡
潜
時
rJ
の
地
域
は

一
時
陸
地
と
私
な
-
p
再
び
火
山
活
動
は
開
始
せ
ら
れ
て
寺
山
ト
ロ
イ

デ
む
つ
-
る
黒
雲
母
石
英
安
山
岩
p
商

い
で
双
子
出
の
黒
雲
母
安
山
岩
が
噴
出
し
.
其
後
下
部
洪
積
層
が
沈
積
し
た
0

か
-
て
竹
内
峠
敷
浪
-
略
西
北
は
走
る
断
暦
+<tJ境
と
し
て
そ
の
東
側
は
も
ち
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
高
距
二
百
数
十
米
の

同希雛のものは両者全く同じものである

ところは位置する磯が大和川附近で認められるのである｡その後東南部に存在する崩積層が揖兼ねのである｡か-て育銅石安山岩次いで讃岐岩の噴出と在ったOrJ･Jは到って此の地域の火山活動は金-終偲し､ー低地に上部洪積層が生成せられたので

ある｡

荷大湯博士の報骨とは岩石の･分娩及び噴出順序等に於で相違があるか



ら
比
較
対
照
し
て
､
明
瞭
に
し
た
い
.

翻
嘗
つ
で
ナ
ウ
マ
ン
氏
は
蕉
駒
地
地
上
に
讃
岐
岩
の
存
在
を
報
じ
た
が
､

其
後

リ
ヒ

rL
ホ

ー

プェン氏
は
之
を
否

定
し
小
藤
博
士
も
之
は
賛
同
せ
ら
れ
た
様
は
恩
は
れ
る
が
p
数
年
前
既
に
春
本
先
生
其
の
他
我
が
敵
軍
は
研
究
中
の

藩
士
が
其
の
二
二

二
を
磯
風
ru
れ
p
筆
者
も
同
地
盤
上
に
定
に
小
数

の

小
火
山
丘
を
凝
見
し
た
｡
こ
れ
ら
は
岩
石
尊

上
か
ら
讃
岐
岩
槻
に
属
す
る
様
で
p
を
ほ
乙
隼
ら
の
配
列
は
地
殻
構
造
上
興
味
洗

い
も
の
と
恩
は
れ
る
｡
詳
細
は
後

日
改
め
て
報
骨
す
る
撒
骨
も
あ
ら
う
が
､
二
上
火
山
の
地
質
撃
的
の
位
置
を
明
か
に
す
る
に
便
利
と
瓜
ふ
か
ら
'
愛

に
こ
れ
ら
の
小
火
山
丘
の
〉棟
聡
を
示
め
貰
う
｡

長 嶺 転 義 遠 ＼I

破 . Li d
山

･.ら

類 ∬ ､ .80PL

Q

旬や- A

三 三
一事サ W.

0 5 10km

二
上
火
山
研
究
粍
報



地

球

第
十
凹
魯

節
玉
髄

三
叉

三
八

犬
､
噴

出

の

時

代

本
火
山
の
基
盤
を
覆
す
も
の
は
花
梅
岩
の
み
で
何
等
水
成
岩
は
静
め
ら
れ
な

い
の
み
な
ら
ず
'
ね
ゞ
ド
ン
ズ
リ
ボ

-
暦
が
之
に
封
す
る
材
料
と
在
る
の
で
あ
る
が
､
之
も
亦
化
石
が
見
出
さ
れ
覆

い
為
に
'
そ
の
時
代
h
t直
接
に
定
め

る
rJ
と
は
出
水
か･6
い
｡
然
し
木
火
山
と
密
接
な
閥
係
は
あ
る
と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
大
和
室
佳
火
山
の
基
盤
む
覆
す
凝

次
質
岩
石
に
化
石
を
有
L
t
第
三
紀
の
鮮
新
世
は
屈
す

.5も
の
で
あ
る
rJ
と
が
許
嫁
畢
士
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
72
か

ら
本
火
山
噴
出
の
時
代
も
之
と
輔
係
の
あ
る
も
の
か
も
知
れ
覆

い
O
佃
同
撃
士
は
寮
生
火
山
岩
む
分
赦
し
て
､
育
銅

石
及
黒
雲
母
斑
晶
を
有
す
る
も
の
と
'
軍
は
品
雲
母
斑
晶
の
み
を
有
す
る
も
の
と
の
二
つ
の
牧
壕
質
石
英
安
山
岩
の

二
種
と
せ
ら
れ
'
前
者
が
後
者
よ
-
も
先
に
喧
揖
し
た
79
の
で
あ
る
と
決
定
せ
ら
れ
た
.
革
に
岩
石
撃
及
噴
出
順
序

の
見
地
か
ら
之
を
本
火
山
岩
に
封
此
す
る
と
本
地
域
の
品
雲
母
石
英
安
山
岩
(含
甘
鋼
石
)
と
累
雲
母
安
山
岩
(食
材
瑠
石
)

と
は
よ
-

一
致
し
て
ゐ
る
.

を
は
本
火
山
は
於
で
は
農
芸
砕
安
山
岩
の
次
に
育
銅
石
を
有
す
る
安
山
岩
が
噴
出
し
て
ゐ
る
か
ら
'
小
藤
博
士
の

詮
の
如
-
古
銅
石
の
有
無
で
噴
出
順
序
を
決
定
す
る

-i
手
段
と
す
る
fJ
と
は
困
難
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

七
七
火
山
岩
第
に
就
い
て
の

加
勢
藤

本
火
山
は
於
け
る
喧
班
は
前
述
の
如
-
火
山
岩
の
化
学
成
分
及
び
造
岩
飴
物
の
共
産
そ
の
他
の
関
係
か
ら
二
回
の

噴
出
輪
廻
を
経
過
し
た
も
の
と
云
は
老
け
れ
ば
怒
ら
を

い
｡

即
ち
玄
武
岩
贋
安
山
岩
か
ら
角
閃
石
紫
蘇
輝
石
安
山
岩
､
硬
膏
岩
ま
で
分
化
し
た
も
の
と
､
讃
岐
岩
か
ら
宙
銅
石

安
山
岩
､
鼎
雲
母
安
山
岩
鼎
雲
母
石
英
安
山
岩
ま
で
分
化
し
た
も
の
と
で
あ
る
.



(

イ

)

敢
初
の
噴
出
輪
廻
は
際
し
て
生
じ
た
有
色
主
翼
造
岩
鋸
物
は
楯
横
石
､
透
輝
石
､
紫
蘇
輝
石
及
び
角
閃
石

で
あ
る
｡
梗
概
石
は
磁
蝕
鋸
以
外
の
焼
物
を
全
然
包
黍
物
と
し
覆

い
か
ら
磁
蛾
鋸
に
つ
い
で
結
晶
し
た
も
の
で
あ
る

(勿
論
磁
軸
鎖
が
政
和
の
=謁

物
で
あ
る
｡
と
は
細
微
銃
的
粗
寮
か
ら

仙
地
火
山
山.7,FiJよ
-
見
ら
れ
る
如
-
で
あ
る
)｡
透
輝
石
は
柵
機
石
の
熔
融

し
た
結
晶
を
取
-
囲
ん
で
ゐ
る
か
ら
柵
機
石
は
つ
い
で
晶
出
し
た
も
の
で
あ
る
｡

紫
蘇
輝
石
は
梗
概
石
と
は

C
lose

association
を
覆
さ
ず
'

且
透
輝
石
を
包
薬
物
と
す
る
乙
と
の
あ
る
の
を
離
め
た
か
ら
透
輝
石
よ
-
も
晩
期
に
結

晶
し
た
も
の
で
あ
る
｡
角
閃
石
は
紫
蘇
輝
石
を
含
有
す
る
政

は
之
等
の
内
で
は
最
後
の
晶
出
物
で
あ
る
｡

要
す
る
に
結
晶
順
序
が
桶
擬
石
か
ら
輝
石
瓶
敢
後
に
角
閃
石
と
在
っ
て
ゐ
る
の
は

ポ
ー
ク
ェ
ン
始
め

ホ
ル

ム
ス
'

ロ

ー
ゼ
ン
ブ
ヅ
シ
ユ
諸
氏
等
の
故
に

1
致
す
る
が
透
輝
石
か
ら
紫
蘇
輝
石
に
移
る
の

は
之
等
諸
氏
の
法
則
に
常
て
は

ま
ら
な

い
｡
然
し
な
が
ら
乙
の
革
質
に
就

い
て
は
本
火
山
岩
を
造
っ
た
岩
壁
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩
ふ
.

先
に
柘
相
石
を
化
撃
分
析
の
酪
晃
か
ら
基
盤
即
ち
荘
園
岩
か
ら
の
捕
獲
貌
物
と
断
定
し
た
事
は
花
園
暑
中
の
柘
堵

石
の
み
が
捕
獲
さ
れ
ね
と
云
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
-
之
を
含
ん
だ
岩
石
が
火
山
岩
の
母
岩
梁
に
取
-
込

ま
れ
た
も
の
と
考

へ
る
の
で
あ
る
.
柘
細
石
は
rJ
の
岩
波
に
は
物
班
化
撃
的
ほ
と
け
難
-
て
残
存
し
､
現
在
火
山
岩

中
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
､
他
の
成
分
は
か
を
-
の
帯
皮
ま
で
と
か
ru
れ
た
特
典
'
元
の
岩
壁
の
成
分
と
は
飴

程
埋

っ
た
岩
某
と
在
つ
ね
と
考

へ
ら
れ
る
｡
(石
英
長
石
典
他
の
飲
物
が
捕
地
銀
物
と
し
て
布
衣
し
て
ゐ
る
こ
と
は
鋭
敏
鏡
下
で
か
な
-
多

数
に
認
め
村
た
か
ら
｡
れ
以
外
に
完
全
に
と
か
さ
れ
て
丁
つ
た
も
の
が
多
発
に
あ
る
と
息
ふ
)｡
然
し
夜
が
ら
基
盤
の
岩
石
が
如
何
な
る
程

度
に
と
か
さ
れ
た
か
は
問
題
で
あ
る
が
少
く
と
も
と
け
や
す

い
部
分
即
ち
構
造
上
鍵
動
を
う
け
ね
と
か
､
或
む
は
ペ

グ
マ
チ
チ
ック
の
部
分
と
か
は
火
山
岩
碇
に
と
か
さ
れ
う
る
と
瓜
ふ
｡

殊
は
末
火
山
岩
に
見
ら
れ
る
柘
欄
石
の
畳
は

二
上
火
山
研
死
枇
報

豊

九

三
九



地

球

餌
十
凹
令

第
五
故

買

0

四

〇

莫
大
な
る
も
の
で
あ
.る
か
ら
P
之
が
周
囲
岩
石
か
ら
誘
導

ru
れ
LJ
と
云
ふ
考
が
正
し

い
と
す
る
と
､
之
を
含
ん
だ
岩

石
の
と
か
ruれ
た
丑
も
か
襟
-
大
豊
の
も
の
で
あ

っ
た
乙
と

J
な
る
｡
そ
れ
だ
け
火
山
岩
麓
の
成
分
の
嘩
化
79
甚
大

で
あ
っ
た
と
考

へ
る
乙
L
J
が
出
衆
る
｡

(
昏
つ
て
柳
津
伸
上
は
仰
鞄
汎
叔
郡
の
相
伴
に
於
て
聡
肢
岩
の
静
脈
が
周
囲
花
唐
音

よ
っ
て
火
な

る
㍍
狸
む
う
け
て
居
る
部
を
記
瑚
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
の
も
亦
糾
峡
が
あ
る
)

斯
-
の
如
-
し
て
基
雅
の
岩
石
を
大
量
と
か
し
pJ
A
で
ゐ
る
為
に
､
乙
の
岩
壁

は
普
通
の
玄
武
岩
肇
岩
栗
と
は
飴

轟
趣

さ
の
異

つ
ね
系
統
の
も
の
と
在
っ
て
ゐ
ね
の
で
あ
ら
う
｡
そ
れ
故
は
玄
武
岩
質
岩
梁
の
結
晶
作
用
と
し

て研
究

n
机
で
凍
ね
と
こ
ろ
と

一
致

し
を

い
部
分
の
生
ず
る
の
は
普
然

の
事
で
は
あ
る
憩

い
か
｡

之
を
絶
膳
す
る
と
岩
壁
の
冷
却
と
共
に
先
づ
柵
砥
石
が
結
晶
を
初
め
ね
が
前
述
の
横
は
そ
の
岩
麓
の
組
成
は
よ
ほ

ど
普
通
の
も
の
と
は
典

っ
て
ゐ
た
た
め
､
頂

い
て
起

っ
た
溜

還

付
骨

牌は
激
甚
で
あ

っ
た
ら
し

い
｡
頂

い
て
凄
輝
石

が
晶
出
を
初
め
(
こ
の
関
係
は
ポ
ー

ウ
エ
ン
氏
の
f.

rsterite･diop
side･silica

三成分
系
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
如
-
で
あ
る
)
小
畳
の
樺
焼

石
は
武
力
は
よ
っ
て
岩
漉
溜
底
に
洗
降
し
て
反
腰
系
よ
-
除
外
さ
れ
て
残
春
し
た
｡
次

い
で
透
輝
石
が
結
晶
を
終

へ

で
後
は
紫
蘇
輝
石
が
晶
出
を
初
め
た
の
で
あ
る
｡

(然
し
な
が
ら
紫
肺
桝
前
が
遼
粘
れ
と
紋
と
の
反
騰
に
よ
っ
て
虻
じ
た
も
の
か
否
か
紘

明
瞭
で
な
い
｡
た
iJ.紫
蘇
伽
石
が
泣
伽
石
よ
｡
も
後
で
結
晶

し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
)
.'ホ
ー
ク
ェ

ン
氏
は
輝
石
群
と
角
閃
石
群
と
は
反
鷹

踊
係
は
あ
る
と
論
じ
て
み
る
か
ら
最
後
は
角
閃
石
は
輝
石
群
と
液
と
の
反
騰
に
よ
っ
て
析
出
し
た
7?
の
で
あ
ら
う
｡

(
こ

第
二
回
目
の
晶
出
輪
廻
に
於
で
晶

出
し
た
有
色
主
要
造
岩
鋸
物
は
農
雲
母
と
iLjI.銅
石
と
で
あ
る
.
.

古
銅
石
は
農
雲
母
を
包
裏
し
て
ゐ
る
か
ら
豊
雲
付
が
先

さ
に
晶
出
し
た
乙
と
は
明
で
あ
る
｡

鼎
雲
母
の
畳
は
甚
し
-
多
大
で
あ
る
が
t
か
J
る
も
の
が
如
何
に
し
て
析
出
し
た
か
ほ
就

い
て
は
問
題
が
あ
ら
う



が
'
岩
党
中
は
水
分
が
多
最
に
存
在
し
て
ゐ
ね
rJ
と
に
主
要
な
る
原
因
が
あ
る
と
恩
ふ
｡
(
栄
城
中

の
郁
雄
成
分

に
関
す
る
研

究
は
槻
木

に
於
て
未
だ
遊
ん
で
ゐ
な
い
横
で

､
ボ
ー
･>
エ
ン
氏
の
如
-
･=有
数
分
化
に
拓
銀
成
分

の
彩
鞭
は
大
な
る
も
の
で
な
い
と
諭
t
て
ゐ
る
単
肴
も
あ

る
が
)乙

の
水
分
は
岩
碇
固
有
の
,t,-
の
で
あ
っ
た
か
p
他
か
ら
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
荷
今
後
研
究
を
頂
け
た
い
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乙
の
噴
出
輪
廻
は
於
で
噴
出
回
数
の
進
む
は

し
た
が
以
含
有
す
る
黒
雲
母
の
最
の
減
少
し

て
行
く
の
は
岩
濃
成
分
の
鼻
化
に
も
よ
る
で

あ
ら
う
が
水
分
が
噴
出
同
数
の
進
む
と
典
は

漸
次
放
出
さ
れ
て
黒
雲
母
と
し
て
骨
品
し
得

衣
-
在
っ
た
乙
と
ほ
も
よ
る
と
恩
ふ
.

叉
岩
石
中
に
大
は
破
砕
さ
れ
た
黒
雲
母
破

片
が
昏
形
貴
雲
母
と
共
存
し

てゐ
る
革
賓
に

よ
っ
て､
基
盤
か
ら
の
捕
強
飯
物
と
し
て
の

黒
雲
母
も
亦
多
量
に
存
在
し
JJ
ゐ
る
rJ
と
が

推
測
せ
ら
れ
る
｡
殊
に
盈
雲
母
を
最
も
多
量

に
含
有
す
る
盈

雲
母
安
山
岩
が
柘
相
石
の
母

岩
在
る
乙
と
瞥
見
以
倉
す
と
､
乙
の
火
･川
岩

I:.コ.tT

m

lL



地

球

節
十
四
聴

解
五
紙

三
三

四
二

の
母
岩
栗
は
大
に
花
園
岩
の
影
響
を
う
け
ね
も
の
で
あ
ら
う
と
考

へ
る
rJ
と
が
妥
皆
で
あ
ら
う
｡

rJ
れ
ら
の
二
回
の
輪
廻
は
於
で
夫
々
斜
長
石
は
R
o
o
z
e
b
u
o
n
typ
e

I

の
完
金
田
溶
階
の
形
式
を
と
っ
て
石
衣
分

の
も
の
か
ら
皆
連
分
の
も
の
に
結
晶
作
用
を
縛
け
ね
も
の
で
あ
る
｡

苗
木
火
山
岩
と
他
の
瀬
月
内
火
山
帯
の
二
･三
の
岩
石
と
の
化
撃
成
分
を

オ
サ
ン
の
三
角
塵
楯
で
固
示
す
る
と
第

二
間
の
如
-
で
あ
る
｡
(本
火
山
岩
以
外
の
化
戟
灘
城
は
骨
端
分
電

慰
問
僻
靴
的
番
此
砧
か
ら

引
用
し
た
も
の
で
あ
る
)

路
に
臨
み
本
文
を
草
す
る
は
富
む
懇
切
在
御
教
示
を
朋
は
っ
た
本
間
先
生
は
封
し
保
謝
の
意
を
衷
す
る
.

新

滞

日

本

地

撃

論

文

集

(
六
)

ラ
イ

マ
ン
-

日
本
油
田
調
査
第
二
年
報

(
;
1
)

･

開
拓
使
蒐
集
晶
の
整
理

FJ
の
冬
期
に
は
調
査
の
本

裸
の
内
業
に
加
ふ
る
ほ
開
拓
使
の
要
求
で
七
二
三
の
助

手
を
し
て
二
年
前
に
未
了
に
終
っ
た
岩
石
及
び
焼
物
模

本
の
レ
ー
ベ
ル
附
け
と
整
班
を
完
了
n
し
た
｡
従
で
十

二
月
十
七
日
か
ら

1L
八
七
九
年
四
月
十
1
日
に
到
る
ま

で
､
桑
に
鋸
物
盤
班
に
件
に
従
っ
た
こ
と
の
あ
る
前
田

精
明
氏
は
勤
務
日
の
隔
日
を
開
拓
使
博
物
館
で
費
し
た

叉
四
月
七
日
ま
で
毎
日
其
虞
に
出
勤
し
た
安
達
氏
が
之

を
援
助
し
た
.
予
は
自
ら
此
の
仕
事
は
特
別
は
露
す
所

は
在
か
つ
ね
が
､
此
の
盛
班
は
既
に
馴
れ
た
罵
草
生
h
J

奪
は
れ
ね
の
で
乙
の
永
い
開
明
か
ほ
私
自
身
の
静
カ
の

効
果
を
減
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
.

地
質
圏
作
製

冬
期
の
間
は
譜
鹿
の
六
千
寓
分

ノ
1

他
国
が
遊
ん
で
.

山
部
は
助
手
は
よ
-
t

T
部
は
私
自


